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シンポジウム：臨地実習前の OSCE

2. 川崎医療短期大学の生理機能検査学実習の試み

－ OSCE を意識したトライアル － 
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は じ め に 

 OSCE(Objective Structured Clinical Examina-
tion)は客観的臨床能力試験を意味し、一般に共用

試験 OSCE と Advanced OSCE に大別される。共有

試験 OSCE は臨床実習前 OSCE ともよばれ、医学

教育モデル・コア・カリキュラムで示されている

診療参加型臨床実習に参加する学生に必要とされ

る基本的診療技能と態度を、客観的臨床能力試験

で評価するものである。共有試験 OSCE は医師の

資格を有しない学生が患者に接して医行為を行い

うる不可欠な要件として、事前に学生の能力と適

性を評価し、かつ、質を保証するための共用試験

として CBT(computer based testing)と共に通常、4

年生後期に実施されている 1)。Advanced OSCE は

臨床実習後 OSCE ともよばれ、単に表面的な手技

を評価するのではなく、臨床推論、診療録記載な

らびに症例呈示が一体となった、考える OSCE で、

通常、6 年生前期に実施されている。 

一般的な共用試験 OSCE は模擬患者を一般人ボ

ランティア、受験生 1 名に対して 2 名の外部評価

者を地域の医療従事者または他大学の教員ほかと

して、公平性・公正性・透明性が担保され、評価

がばらつかない工夫が施される。加えて、ステー

ションの設置、評価項目の明示、課題の遂行、受

験者へのフィードバック、臨床実習前の習得度の

チェックなどが必須となっている。

現在、共用試験 OSCE および CBT は、医学部

および歯学部では公益社団法人医療系大学間共用

試験実施評価機構、薬学部では薬学共用試験実施

センター 2)によって実施されている。

I．生理機能検査学実習での取り組み 

 1994 年川崎医科大学が日本で初めて OSCE を導

入したという経緯もあり、早期より川崎医療短期

大学臨床検査科では個々の科目で OSCE の導入を

模索してきた。しかしながら、外部評価者および

模擬患者の選出という点をクリアすることができ

ず、OSCE 導入がなかなか進展しなかった。 

 川崎医療短期大学の臨床検査技師教育では、3

年間の就学期間の前半の 1 年半、つまり入学から

2 年前期までが学内講義または実習期間、中盤か

ら後半、つまり 2 年後期から 3 年前期までのおよ

そ 1 年間が川崎学園内の川崎医科大学附属病院お

よび附属川崎病院の中央検査部、病院病理部、他

での臨床実習の期間である(図 1)。これらの病院

で勤務する臨床検査技師のほとんどは川崎医療短

期大学の卒業生で、臨床検査科の常勤または非常 
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図 1 川崎医療短期大学の生理機能検査学・同実習関連科目のスケジュール 

 
勤講師の辞令を受けている者も少なくない。した

がって、川崎学園内の附属病院に勤務する臨床検

査技師は OSCE の外部評価者としては不適格と考

えられる。とは言え、現状では学園外医療従事者

を外部評価者に委任したり、一般人ボランティア

を募ることは極めて難しく、OSCE を意識した独

自の形式の臨床能力試験を構築せざるを得なかっ

た。 

 そこで、共用試験 OSCE に相当する臨床能力試

験を個々の実習項目における実技試験、共用試験

CBT に相当する試験を個々の知識確認試験およ

び総合的な波形・画像判読試験、Advanced OSCE

を臨床実習で行われる実技チェックおよび実習終

了試験と位置づけ(図 2)、それらの評価を専従専

任教員、附属病院検査室勤務の専任教員または非

常勤講師が十分な連携を取りながら、その中で客

観性、多角性、総合性を担保しつつ実施する体制

を構築した。 

 実技試験の項目は 1 年後期に ① 標準 12 誘導心 

 

 

図 2 川崎医療短期大学での各種試験と 

OSCE の関連性 
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図 3 実技試験の 1 例 

 
電図検査、② 末梢神経伝導検査(運動神経伝導検

査、感覚神経伝導検査、F 波検査の中から試験当

日無作為に 1 検査を指定)、2 年前期に ① 心エコ

ー検査(傍胸骨長軸像、心尖部四腔像、他の描出)、

② 腹部エコー検査(肝・胆・膵・腎・甲状腺の中

から試験当日無作為に 1 臓器を指定しそれぞれの

典型的エコー像を描出)、③ 脳波検査(電極装着・

脳波記録)3)を課した(図 3)。被験者は試験を終え

た学生または試験を待つ学生とした。 

 実技試験の評価は、単に記録の手技が過不足な

くできるだけではなく、① 患者氏名の確認(患者

自身に氏名、他の申告を促す)と入室指示、② 患

者の状況の把握(主に視診)、③ 検査の説明と合意

の確認、④ 電極装着と患者に対する配慮、⑤ 検査

開始直前の指示と患者確認、⑥ 機器の初期設定確

認、⑦ 検査；波形・画像の評価、ノイズ鑑別と対

策、⑧ 検査終了時の指示と患者の状態確認、⑨ 患

者退室時の指示と確認なども盛り込み、それぞれ

を適正配点して、総合的に評価した。実技試験評

価者は 1 年後期の ① 標準 12 誘導心電図検査は当

学科の専任教員 2 名、② 末梢神経伝導検査は非常

勤講師(附属病院主任臨床検査技師)1 名、2 年前期

の ① 心エコー検査は専任教員 2 名、② 腹部エコー

検査は非常勤講師(附属病院主任臨床検査技師)2

名、③ 脳波検査は専任教員 1 名とした。評価者が

1 名の部門があるのは問題であったが、3 コースが

同時進行する実習体制においては、この人員配置 

が限界であった。実技試験終了後の評価者による

個別フィードバックは、個々の学生の問題点を指

摘するだけでなく、良い手技は積極的に褒めるこ

とを心がけた。 

 実技試験直後に実施した知識確認試験はそれぞ

れの実技試験項目に関する解剖生理学的知識、医

用 ME 機器の初期設定値、正常波形・画像の読み

方、ノイズとその対策などの基本的な内容を記述

形式で解答させた。また、波形・画像判読試験は

夏季休暇前に講義・実習の復習を兼ねたまとめ講

義を実施した後、夏季休暇の終盤に心電図、スパ

イログラム、脳波、筋電図、オージオグラム、眼

底写真、心エコー、腹部エコーなどの典型的な正

常像または異常像を呈示し、検査所見および推察

される検査診断名を記述させた。 

 実技試験、知識確認試験、波形・画像判読試験

の得点が 60 点に満たなかった学生には、それぞれ

の試験後に評価者が問題点を個別に明示した上で

再試験、再々試験を実施した。最終的に対象学生

の全員が合格点を取得した。 

 なお、個々の学生の実技試験、知識確認試験、

波形・画像判読試験の結果は、事前に学生の許可

を得て附属病院で学生指導にあたる各部門の責任

者に開示し、臨床実習での個別指導に役立てると

共に、そこで実施される実技チェックと口頭試問

やペーパー試験等の実習修了試験の参考資料とし

て活用してもらった。 
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II．事前トレーニングの重要性 

 数年間の実施経験を踏まえた上で、学生に実技

試験を課し、その個別フィードバックを実施する

以上に、実技試験の事前トレーニング時間を如何

に確保するかが重要であると考えられた。実技試

験事前トレーニングを学生自らの意志で行うよう

に各教員が誘導したこともあり、学生が自ら自主

的に問題点を洗い出し、それらを一つひとつ解決

していくとても大切な時間となった。実技試験ト

レーニングは学生の空き時間、主には放課後 17 時

30 分以降～21 時頃にかけて行われた。専任教員は

できるだけそれに立ち会い、学生の質疑応答に的

確に回答することのみを心がけた(図 4)。個々の

学生の習熟度には高低があるが、それらを学生が

お互いに補完しあう極めて大切な時間を確保でき

る可能性が示唆された。 

 

 
図 4 学生による実技試験の事前トレーニングの 1 例 

III．考   察 

 今回は生理機能検査学という単科目での OSCE

に近似させた臨床能力試験の導入事例を報告した。

もしも、これを基に臨床検査技師教育という視点

での OSCE 導入を考えた場合、例えば ① 心電図検

査、② 血液型検査、③ 採血、④ 病理検査などがそ

の軸になるものと思われる。① 心電図検査では患

者確認・検査説明・事前準備・心電図記録・事後

処理・患者退室・判定・報告など、② 血液型検査

では検体受付・検体確認・表試験および裏試験の

実施・判定・報告など、③ 採血では患者入室・患

者確認・採血説明・採血(シュミレータ利用)・採

血後の処置と説明・患者体質など、④ 病理検査で

は検体受付・検体確認・標本作製・鏡検・判定・報

告などを総合的に評価すると良いと思われる。そ

して、如何に学生の事前トレーニングを構築する

かが OSCE 導入を成功させるひとつの指標になる。 

 全国統一の OSCE の ① 試験科目の選出とシナ

リオの策定、② 外部評価者の選出と教育、③ 模擬

患者の選出と教育、④ 学生の評価方法の確立、⑤ 

OSCE の事前事後教育などを取り決めることで、

OSCE や CBT をツールとして臨床検査教育を画一

化および標準化することが可能になると思われる。 

 ところで、多くの 3 年制臨床検査技師養成校で

は臨床検査技師という職業人の育成を、また、多

くの 4 年制臨床検査技師養成校では臨床検査技師

のみならず研究者や大学教員の育成をも視野に入

れた教育体制が構築されている。臨地実習を行う

関連病院を有する養成校と有しない養成校がある。

これ以上に臨床検査技師教育は、他の医療関係職

種と異なり、多種多様な教育環境にある。全国統

一の臨床検査技師教育コア・カリキュラムが策定

され、それに基づいた共用試験 OSCE および CBT

が実施される環境になれば、これらの多様性を多

少なりとも整頓できる可能性が生まれるのではな

いかと思われる。 

お わ り に 

 幾つかの臨床検査技師養成校において OSCE の

試験的導入が行われている。OSCE や CBT は学生 
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が実体験する臨床実習をより有意義なものにする

ためのひとつのツールであり、医学科、歯学科、薬

学科に次いで、臨床検査技師教育にも真の OSCE

および CBT の導入を考えなければならない時期

に来ているものと思われる。そのために、臨床検

査技師教育コア・カリキュラムを策定し、その上

で、共用試験実施評価機構または共用試験実施セ

ンターに準ずる組織による OSCE と CBT を導入

して、臨地実習開始前の学生の知識と技術を全国

的に一定水準にすることが重要である。これによ

って、昔のように、医療現場の臨床検査技師の指

導監督のもと、臨地実習において学生が患者から

採血をしたり、患者の心電図を記録できる時代に、

もう一度、変わっていけるのではないだろうか。

是非、日本臨床検査学教育協議会がこのイニシア

チブをとり、日本臨床衛生検査技師会、日本医師

会等と連携をはかりながら、これら一連のシステ

ムの実現に向けて積極的に活動して欲しいと願う。 
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